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崇
敬
会
大
祭
並
総
会
開
催

　

三
月
十
四
日
に
崇
敬
会
大
祭
並
総
会
が
開
催

さ
れ
、
約
百
二
十
名
の
会
員
が
出
席
し
た
。

　

午
前
十
時
に
拝
殿
に
て
会
員
の
身
体
健
全
・

生
業
繁
栄
を
祈
願
し
た
後
、
参
集
殿
に
て
総
会

を
開
催
。

　

今
年
は
新
城
市
出
身
の
航
空
評
論
家
、
小
林

宏
之
氏
を
招
き
、「
大
空
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
危
機
管
理
能
力
が

必
須
で
あ
る
航
空
機
の
機
長
と
し
て
長
年
活
躍

し
て
き
た
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
航
空
写
真
を
用

い
て
悠
大
な
地
球
の
姿
を
紹
介
し
つ
つ
、
海
外

の
宗
教
施
設
が
人
工
的
で
あ
る
一
方
、
日
本
の

神
社
は
自
然
の
森
と
み
ご
と
に
調
和
し
て
い
る

と
言
及
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
機
長
と
い
う
立
場
か
ら
得
た
危
機
管
理

と
健
康
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
題
が
移

り
、
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
愚
直
な
ま
で
に
基

本
確
認
を
徹
底
し
、
謙
虚
心
と
自
律
心
を
持
っ

て
自
分
自
身
を 

磨
き
続
け
る
事
が
大
事
で
あ
る

と
提
唱
。
そ
し
て
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
よ
く

噛
ん
で
食
事
を
す
る
事
、
足
は
第
二
の
心
臓
と

言
わ
れ
る
の
で
よ
く
歩
く
事
、
良
質
な
睡
眠
を

と
る
為
に
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
事
、
感
謝
す

る
事
、
生
き
甲
斐
を
持
つ
事
、
健
康
診
断
を
受

け
る
事
の
提
言
が
あ
っ
た
。

　

更
に
、
わ
が
国
は
五
感
を
使
っ
て
豊
か
な
四
季

を
楽
し
む
事
が
で
き
る
国
で
あ
り
、
は
っ
と
驚
い

た
り
、
感
動
す
る
事
を
意
識
的
に
行
う
と
い
つ
ま

で
も
若
々
し
く
い
ら
れ
る
と
述
べ
、
皆
様
も
何
歳

に
な
っ
て
も
青
春
の
気
を
も
っ
て
生
活
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

崇敬会総会のようす

小林宏之先生の講演風景

～
崇
敬
会
入
会
の
お
す
す
め
～

《
崇
敬
会
と
は
》

敬
神
崇
祖
の
実
践
と
自
己
研
鑽
の
場

砥
鹿
大
神
様
の
偉
大
な
る
神
徳
を
戴

き
な
が
ら
、お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ

て
住
み
良
い
社
会
作
り
を
心
が
け
る
と

共
に
敬
神
崇
祖
の
心
を
大
事
に
し
、社

会
や
家
庭
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。

《
崇
敬
会
の
特
典
》

① 

正
式
参
拝
を
い
つ
で
も
ご
奉
仕
致
し

ま
す
。

② 

崇
敬
会
総
会
及
び
各
祭
典
行
事
の
ご

案
内
を
致
し
ま
す
。

③ 

社
報「
砥
鹿
」を
ご
送
付
致
し
ま
す
。

④ 

崇
敬
会
大
祭
及
び
毎
月
の
崇
敬
会
月

次
祭
に
お
い
て
会
員
の
家
運
隆
昌
・
交

通
安
全
・
生
業
繁
栄
・
無
病
息
災
を
祈

願
致
し
ま
す
。

《
年
会
費
》 

※
入
会
金
不
要

　
　

名
誉
会
員　

一
万
円

　
　

特
別
会
員　

五
千
円

　
　

正
会
員　

三
千
円
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Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
奥
宮
境
内
境
界
調
査
杭
設
置
完
了

　

砥
鹿
神
社
奥
宮
が
鎮
ま
り
ま
す
本
宮
山（
標
高
七
八
九
ｍ
）は
、往
古
よ
り

神
体
山
と
し
て
崇
め
ら
れ
、全
山
神
領
地
ま
た
御
料
林
と
し
て
管
理
さ
れ
、

明
治
期
に
は
山
頂
よ
り
六
合
目
付
近
ま
で
の
約
三
十
万
坪(

九
十
ヘ
ク
タ
ー

ル)

の
広
大
な
敷
地
が
奥
宮
境
内
地
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。爾
来
千
古
の
杉
檜

が
繁
る
森
厳
な
境
内
を
維
持
管
理
す
る
為
、今
日
に
至
る
ま
で
神
職
氏
子
等

に
よ
り
相
当
な
苦
心
が
払
わ
れ
て
き
た
。管
理
に
当
た
っ
て
は
、境
内
境
界

各
所
に
設
置
し
た
石
塚
や
、目
じ
る
し
と
し
て
植
え
た
桜
の
木
等
を
頼
り
と

し
て
間
伐
や
植
林
が
進
め
ら
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、雑
木
や
下
草
が
繁
茂
す
る
山
中
に
於
い
て
は
境
界
目
印

を
辿
る
事
は
困
難
を
要
す
る
為
、此
の
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置(

衛
星
測
位
網
シ
ス
テ

ム)

を
用
い
て
、既
存
の
境
界
目
印
を
計
測
す
る
と
共
に
、新
た
に
境
界
調
査

杭
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

調
査
は
、職
員
三
名
に
よ
り
昨
年
四
月
よ
り
始
め
ら
れ
、本
年
三
月
を

持
っ
て
無
事
終
了
し
た
。約
一
年
に
及
ぶ
調
査
で
、奥
宮
境
内
境
界
の
外
周

が
四
、六
五
八
ｍ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
共
に
、新
た
に
設
置
し
た

一
一
三
本
の
調
査
杭
の
緯
度
・
経
度
・
標
高
の
詳
し
い
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン

上
の
等
高
線
に
印
す
こ
と
が
出
来
た
。更
に
調
査
杭
周
辺
の
写
真
資
料
も
掲

載
し
一
冊
の
調
査
書
を
作
成
し
て
、去
る
三
月
十
五
日
に
神
前
に
奉
呈
し
、

奥
宮
境
界
調
査
終
了
奉
告
祭
を
斎
行
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、今
後
は
奥

宮
境
界
調
査
の
必
要
性
が
生

じ
た
場
合
に
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
装

置
を
持
参
す
れ
ば
設
置
し

た
調
査
杭
を
容
易
に
探
し
出

す
こ
と
が
出
来
、奥
宮
境
内

の
財
産
管
理
及
び
保
全
ま
た

境
内
林
の
保
護
育
成
に
資

す
る
事
が
期
待
さ
れ
る
。

田
原
凧
・
門
松
奉
納

　

十
二
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
、田
原
凧
保
存
会（
会
長
・
松
井
克
雄
氏
）

の
参
列
の
も
と
、田
原
祝
い
凧
一
枚
の
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
致
し
た
。凧
の
大
き

さ
は
縦
約
一・二
メ
ー
ト
ル
、横
約
二・二
メ
ー
ト
ル
で
、奉
納
は
四
年
連
続
と
な

る
。凧
に
は
本
年
の
干
支
で
あ
る
未
の
親
子
が
描
か
れ
て
お
り
、未
の
よ
う
に
穏

や
か
な
一
年
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
思
い
で
製
作
し
た
と
の
事
。参
拝
者
達
に

地
元
東
三
河
の
伝
統
文
化
を
広
く
伝
え
よ
う
と
現
在
は
南
神
門
前
に
飾
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
同
日
午
前
十
一
時
よ
り
、「
三
州
は
り
こ
会
」（
会
長
・石
河
孝
一
氏
）よ
り

門
松
二
対
が
奉
納
さ
れ
、奉
告
祭
を
斎
行
し
た
。同
会
か
ら
は
こ
れ
ま
で
夫
婦

白
鹿
と
子
鹿
の
張
り
子
計
三
体
を
奉
納
い
た
だ
い
て
お
り
、今
回
は
正
月
ら
し

い
雰
囲
気
を
高
め
よ
う
と
門
松
を
奉
納
。難
を
転
ず
る
と
い
う
南
天
や
松
竹
梅

な
ど
縁
起
の
よ
い
植
物
が
あ
し
ら
わ
れ
、境
内
南
神
門
前
と
参
集
殿
と
に
飾
ら

れ
た
。

田原凧保存会の皆様

三州はりこ会の皆様
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豊川警察署長からの感謝状

豊
川
警
察
署
よ
り
感
謝
状
贈
呈

　

車
社
会
の
現
代
お
い
て
交
通
安
全
の
崇
敬
篤

い
当
社
で
は
、年
四
回
交
通
安
全
運
動
週
間
中
職

員
が
沿
道
に
立
ち
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や
飲

酒
運
転
の
撲
滅
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、街
頭
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。今
年
も
一
月
七
日
付
に

て
、豊
川
警
察
署
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
。

神
社
初
詣
旅
行
実
施

　

一
月
二
十
九
日
に
、恒
例
行
事
で
あ
る
神
社
初

詣
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。今
年
は
六
十
八
名
が
参

加
し
、摂
津
国
一
宮
の
住
吉
大
社（
大
阪
市
）を
正

式
参
拝
し
た
。そ
し
て
昼
食
は「
づ
ぼ
ら
や
」に
て

ふ
ぐ
会
席
を
堪
能
、通
天
閣
に
も
登
っ
た
後
、十

日
戎
で
有
名
な
今
宮
戎
神
社
を
参
拝
し
た
。

蔬
菜
品
評
会
開
催

　

正
月
期
間
中
摂
社
前
の
参
道
沿
い
に
、
今
年

も
一
宮
蔬
菜
組
合
の
方
々
か
ら
多
く
の
蔬
菜
が

奉
納
さ
れ
、
初
詣
に
訪
れ
た
参
拝
者
の
目
を
和

ま
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
十
二
月
三
十
一

日
に
は
社
務
所
に
て
審
査
会
が
行
わ
れ
た
。
結

果
は
以
下
の
通
り
。
（
重
複
有
り
）

砥
鹿
神
社
賞	

今
泉　

直
維
殿

経
済
連
賞	

今
泉　

文
芳
殿

ひ
ま
わ
り
農
協
優
等
賞	

三
浦　

俊
雄
殿

一
等
賞　
　

三
浦　

俊
雄
殿	

今
泉　

直
維
殿

　
　
　
　
　

今
泉
清
二
郎
殿	

三
浦　

大
和
殿

　
　
　
　
　

今
泉　

満
夫
殿	

近
田　

陽
一
殿

二
等
賞　
　

今
泉
清
二
郎
殿	

今
泉　

壮
登
殿

　
　
　
　
　

今
泉　

直
維
殿	

安
野　
　

隆
殿

　
　
　
　
　

今
泉　

敏
郎
殿	

熊
谷　

紀
恵
殿 初詣の参拝者もできばえに感心

剣
道
教
室
神
宮
参
拝

　

春
休
み
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、

三
月
二
十
六
日
に
砥
鹿
神
社
剣
道
教
室
生
徒
が

伊
勢
神
宮
両
宮
を
参
拝
し
た
。お
か
げ
横
丁
に
て

昼
食
を
と
っ
た
後
、午
後
か
ら
は
二
見
興
玉
神
社

と
二
見
シ
ー
パ
レ
ス
を
訪
れ
た
。

崇
敬
会
文
化
講
座
実
施

　

四
月
九
日
に
崇
敬
会
文
化
講
座「
東
海
道

五
十
三
次
宮
宿
探
訪
」を
実
施
し
、二
十
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。本
講
座
は
地
元
や
近
隣
の
文
化
・

歴
史
の
認
識
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
て
昨
年

よ
り
開
催
し
て
お
り
、今
年
は
東
海
道
五
十
三
次

の
第
四
十
一
番
目
の
宿
場
で
あ
る
宮
宿
を
選
定
。

一
行
は
ま
ず
宮
の
渡
し
公
園
を
訪
れ
、つ
い
で
熱

田
神
宮
を
参
拝
。き
し
め
ん
の
昼
食
を
と
っ
た
後

に
名
古
屋
城
を
見
学
し
た
。

二見興玉神社の夫婦岩にて
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一
宮
と
が
交
通
少
年
団 

活
動
報
告

 

一
宮
と
が
交
通
少
年
団
で
は
一
月
四
日

に
、
樹
木
の
み
く
じ
取
り
や
境
内
清
掃

を
奉
仕
。
ま
た
二
月
八
日
に
は
、
た
こ

焼
き
・
ケ
ー
キ
等
の
調
理
を
行
い
団
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。
そ
し
て
三
月

二
十
七
日
に
は
長
久
手
市
の
ト
ヨ
タ
博

物
館
見
学
を
通
じ
て
、
自
動
車
の
歴
史

に
触
れ
、
ま
た
愛
地
球
博
記
念
公
園
に

も
訪
れ
、
記
念
館
見
学
と
春
の
青
空
の

下
、
園
内
遊
具
で
元
気
よ
く
遊
ん
だ
。トヨタ博物館にて（3月27日）

　

現
在
の
参
道
敷
石
は
鉄

筋
入
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
洗

い
出
し
の
石
畳
で
す
が
、

昭
和
三
十
八
年
に
作
ら
れ

て
か
ら
既
に
五
十
年
余
り

が
経
ち
、あ
ち
こ
ち
に
亀

裂
が
生
じ
、つ
ま
ず
く
お

そ
れ
が
あ
る
為
、六
月
よ

り
九
月
に
か
け
て
御
影
石

畳
に
改
修
す
る
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

工
事
箇
所
は
左
図
の

通
り
拝
殿
前
か
ら
南
神

門
ま
で
の
参
道
、西
門
か

ら
の
参
道
、社
務
所
前
参

道
等
で
、工
事
面
積
は
約

五
一
七
㎡
、
総
延
長
は

一
六
八
・
二
ｍ
で
す
。参
拝

の
御
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
御
理
解
の
程
お
願
い

致
し
ま
す
。

参道完成イメージ
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今
年
も
豊
橋
駅
構
内
に
流
鏑
馬

立
体
模
型
を
展
示
致
し
ま
す
。
期

間
は
四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
五

日
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
御
覧
下
さ
い
。

献　

花　

祭五
月
三
日
午
前
十
時

　

献
花
の
儀
が
華
道
家
元
池
坊
豊

橋
支
部
の
御
奉
仕
に
よ
り
行
わ

れ
、
例
祭
期
間
中
は
参
道
沿
い
に

て
生
花
が
展
示
さ
れ
る
。

神
御
衣
奉
献
祭

五
月
三
日
午
前
十
一
時

　

御
祭
神
の
御
衣
替
の
為
、
田
原

市
に
あ
る
神
宮
神
御
衣
御
料
所
よ

り
神
御
衣
が
納
め
ら
れ
る
。　

宵　

宮　

祭五
月
三
日
午
後
三
時

　

例
祭
の
始
ま
り
の
由
を
奉
告

し
、
神
事
が
盛
大
裡
に
斎
行
さ
れ

る
事
を
祈
る
祭
典
で
あ
る
。

例　

祭

五
月
四
日
午
前
十
時

　

当
社
に
お
け
る
最
大
の
祭
典
で

あ
り
、
献
幣
使
参
向
の
も
と
、
幣

帛
が
奉
献
さ
れ
、
皇
統
守
護
、
国

家
安
泰
が
厳
粛
に
祈
念
さ
れ
る
。

神　

幸　

祭五
月
四
日
午
後
二
時

　

氏
子
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
方
々

の
御
奉
仕
に
よ
り
、
本
社
よ
り
八

束
穂
神
社
ま
で
、
神
輿
行
列
に
よ

る
渡
御
が
行
わ
れ
る
。

流
鏑
馬
式

五
月
四
日
午
後
四
時

　

お
祓
い
を
う
け
た
十
二
頭
の

馬
が
、
神
門
前
よ
り
荒
羽
々
気

神
社
ま
で
を
勇
壮
に
駆
け
抜
け

る
。
騎
児
は
小
中
学
生
が
対
象

と
な
り
、
疾
走
す
る
馬
上
で
手

を
伸
ば
し
布
引
を
た
な
び
か
せ

る
。
尚
、
前
日
三
日
午
後
四
時

に
は
試
乗
式
が
あ
る
。

後　

鎮　

祭五
月
五
日
午
前
十
時

　

例
祭
を
と
ど
こ
お
り
な
く
斎
行

奉
仕
し
た
由
を
奉
告
し
、
御
神
恩

に
感
謝
す
る
祭
典
で
あ
る
。

学　

童　

祭五
月
五
日
午
後
一
時学童祭図画展

生花展

学童祭書道展



薫風号砥   　 鹿(�)
　

豊
川
市
内
の
小
中
学
校
生
徒
よ

り
募
集
し
た
図
画
書
道
作
品
を
本

社
に
掲
示
し
、
生
徒
の
学
業
向
上

を
祈
る
。
ま
た
入
賞
者
に
対
し
て

表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

子
供
の
日
祭五

月
五
日
午
後
二
時

　

端
午
の
節
句
の
こ
の
日
に
、
子
供

の
身
体
健
全
、
健
や
か
な
成
長
を
祈

る
。
東
三
河
各
地
の
男
女
幼
児
を
集

め
、
色
鮮
や
か
な
稚
児
装
束
を
身
に

付
け
た
後
、
境
内
周
囲
を
参
進
す
る

稚
児
行
列
が
行
わ
れ
る
。

例
祭
奉
納
中
学
校
・
高
等
学
校

弓
道
大
会 

例
祭
奉
納
少
年
少
女

剣
道
大
会	

五
月
五
日
終
日

　

例
祭
奉
祝
行
事
の
一
環
と
し
て
、

青
少
年
の
教
化
育
成
を
図
る
べ
く
、

東
三
河
高
等
学
校
・
中
学
校
の
弓
道

大
会
が
弓
道
場
に
て
、
ま
た
三
河

地
方
の
少
年
剣
士
約
五
百
名
に
よ

る
剣
道
大
会
が
神
門
前
広
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
。

お
茶
祭
り

六
月
二
十
一
日
午
前
十
時

　

新
緑
の
瑞
々
し
く
映
え
る
初
夏

の
風
物
詩
と
し
て
茶
摘
み
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
毎
年
こ
の
新
茶
を
豊

橋
・
豊
川
・
新
城
・
額
田
・
設
楽
、

そ
し
て
静
岡
県
な
ど
三
河
・
遠
江
の

各
茶
業
関
係
者
が
大
神
様
へ
お
供

え
し
、
盛
大
に
祭
典
を
斎
行
、
献

茶
式
を
松
月
流
宗
匠
が
御
奉
仕
し
、

茶
業
関
係
者
と
松
月
流
一
門
が
拝

殿
一
杯
に
参
列
さ
れ
ま
す
。
祭
典
終

了
後
は
参
集
殿
に
お
い
て
お
茶
会

が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
当
日
境
内
に

は
無
料
拝
服
所
が
設
け
ら
れ
、
お
詣

り
の
方
々
に
新
茶
を
振
舞
い
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
の
皆
様
お
誘
い
の

上
、
お
越
し
下
さ
い
。

粥
占
祭
斎
行

　

去
る
正
月
十
五
日
早
朝
、
本
宮

山
奧
宮
に
お
い
て
粥
占
祭
を
斎
行

し
た
。
粥
占
祭
は
古
来
よ
り
三
河

地
方
に
篤
い
信
仰
を
持
ち
、
農
業
・

漁
業
の
豊
凶
を
上
・
中
・
下
に
分

け
て
占
う
神
秘
的
な
祭
典
で
あ
る
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、

今
年
は
特
に
砂
糖
の
出
来
が
良
い

と
ト
定
さ
れ
た
。
生
業
の
指
針
と

さ
れ
た
い
。

弓道大会 剣道大会

稚児行列
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西
参
道
石
鳥
居
文
化
財
の

説
明
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日
に
豊
川
市
有
形

文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
国
道
一
五
一
号
線
沿
い

の
石
鳥
居
の
北
隣
に
、今
春
豊
川
市
教
育
委
員
会

の
手
に
よ
り
説
明
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
石
鳥
居
は
も
と
も
と
は
旧
市
田
村（
現

豊
川
市
諏
訪
西
町
）に
本
宮
山
を
遙
拝
す
る
為

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、昭
和
二
十
年
八

月
七
日
の
豊
川
海
軍
工
廠
空
襲
に
よ
り
被
災

し
、今
尚
被
弾
痕
が
随
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
昭
和

三
十
一
年
に
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。終
戦

七
十
年
の
節
目
で
あ
る
本
年
、改
め
て
平
和
の

尊
さ
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

末
社
守
見
殿
神
社
に
鈴
緒
が
つ
き
ま
し
た

　

里
宮
末
社
守

見
殿
神
社
は
、

西
門
北
の
奥

ま
っ
た
場
所
に

鎮
座
し
、大
己

貴
命
の
和
魂

（
に
ぎ
み
た
ま
）・

鹿
の
神
で
あ
る

迦
久
神（
か
く

の
か
み
）・
食
物
を
司
る
倉
稲
魂
神（
う
か
の
み
た

ま
）の
三
柱
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。今
春
こ
の
社

殿
に
長
さ
九
十
㎝
の
鈴
緒
を
設
置
し
ま
し
た
。大
己

貴
命
は
縁
結
び
の
神
様
と
し
て
も
信
仰
を
受
け
て

お
り
、鈴
緒
の
持
ち
手
に
は「
良
縁
」と
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。男
女
の
縁
や
仕
事
の
縁
等
、良
い
縁
に
恵
ま

れ
ま
す
よ
う
ご
参
拝
下
さ
い
。

商
売
繁
盛
恵
方
神
札
の
お
す
す
め

　

平
成
二
十
七
年

の
恵
方
は
西
南
西

で
す
。商
売
繁
盛

恵
方
神
札
を
事

業
所
の
恵
方
に
お

ま
つ
り
し
、事
業

所
に
商
機（
し
ょ

う
き
）を
招
き
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

恵
方
に
ま
つ
る
た
め
の
簡
易
神
棚
を
付
け
て

授
与
い
た
し
ま
す
。初
穂
料
は
二
千
円
で
す
。

夏
越
大
祓
参
列
の
御
案
内

　

六
月
三
十
日
午
後
四
時
よ
り
、夏
越
大
祓
式
を

斎
行
致
し
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
、生
活
の
中
で
、

知
ら
ず
知
ら
ず

に
生
じ
た
罪
や

け
が
れ
を
祓
い

清
め
る
神
事
で

あ
り
、茅
の
輪
を

く
ぐ
り
、無
病
息

災
を
祈
る
人
々

の
姿
は
、夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て

い
ま
す
。夏
越
大

祓
は
、ど
な
た
で

も
御
参
列
で
き

ま
す
。

方位表

平和のシンボルである石鳥居

守見殿神社
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伊
藤　

隆
雄

今
泉　

時
夫

大
友　

堅
治

岡
庭　

仙
吉

川
合　

克
也

野
沢　
　

輝

野
沢
友
美
恵

半
田　

充
伯

祖
父
江
実
奈
子

近
田　

陽
一

中
村　

久
志

山
本　

弘
藏

山
本　

芳
博

今
泉　

直
維

松
下　
　

進

内
藤　

仲
一

桑
田　

真
澄

近
藤　
　

明

浦
山　

貴
之

浦
山　

知
也

鈴
木
健
太
郎

横
田　

智
秀

伊
藤　

満
男

伊
藤　

和
男

浦
野　

隼
次

香
取　
　

武

神
島　
　

崇

内
藤　

雄
功

石
黒　

担
史

石
原　

勝
好

加
藤　

晃
司

神
谷　

親
典

神
谷　
　

豊

久
具　

信
夫

白
井　

利
明

陶
山　

嘉
伸

竹
本　

尚
美

田
中　

粋
人

寺
部　

重
人

寺
部　
　

元

戸
田　

俊
晴

鳥
居　

信
行

日
比　

嘉
男

藤
野　

和
裕

牧　
　

昌
夫

森
久　
　

宏

山
本　
　

学

渡
辺　
　

治

渡
辺　

稔
明

滝
下　
　

勲

浅
野　
　

晋

井
指　

光
基

井
指　

和
昭

伊
藤　

正
幸

岩
瀬　

靖
宏

太
田　
　

稔

大
場　
　

篤

柴
田　
　

勝

内
藤　

泰
通

夏
目　

雅
康

宮
﨑　

眞
一

星
野
順
一
郎

楠　
　

芳
高

小
笠
原
喜
好

金
沢　

政
樹

権
田
ま
ゆ
み

坂
巻　

邦
彦

素
保　

宏
文

瀧
川　

正
喜

竹
内
臨
通
夫

田
村　

幹
洋

戸
田　

英
志

中
島　

忠
幸

夏
目　
　

工

原
田　

幹
也

星
川　

和
伸

丸
山　

明
敏

森　

美
智
明

山
脇　
　

実

今
泉　

淳
乙

鈴
木　

克
昌

今
枝
宗
一
郎

小
林　
　

功

野
中　

泰
志

藤
原　

宏
樹

今
泉　
　

清

島
田　

孝
夫

田
中　

道
夫

野
沢　

晴
茂

今
泉
都
志
弘

梅
村　

武
司

白
井　

清
一

林　
　

伸
之

牧
野　

英
幸

今
泉　
　

茂

真
木　

康
次

藤
谷　

公
治

磯
村　

孝
一

久
保
田
裕
三

田
中　

雅
子

石
川　

雅
祥

藤
井　

聡
暢

川
西　

克
司

川
西　

正
克

香
田　

真
利

榑
林　

誠
一

増
田　

平
治

鈴
木　

健
雄

中
野　

明
美

山
本　

育
宏

安
藤　

隆
祥

古
川　
　

茜

宇
野　

功
一

新
田　
　

智

加
藤　

佳
之

大
山　
　

薫

田
中　

恒
平

竹
内　

優
子

吉
沼　

吾
一

前
地　

政
好

上
原　

俊
雄

佐
藤　

嘉
昭

佐
野　

恵
一

菅
原　
　

純

瀬
野
尾
良
兵

鈴
木　

昌
敏

林　
　

利
一

鈴
木　

哲
朗

榎
田　

卓
弘

午
前
の
部

豊
川
Ｒ
Ｃ

新
城
Ｒ
Ｃ

午
後
の
部

豊
川
宝
飯
Ｒ
Ｃ

節
分
祭

年
男
・
年
女
豆
ま
き
奉
仕
者（
敬
称
略
）

今年も賑やかに斎行
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本
宮
山
に
登
ろ
う
会
に
よ
る
第
十
三
回
麦
と
ろ
会
を
、
平
成
二
十
六
年
十
二

月
七
日
（
日
）
に
、
本
宮
山
頂
の
砥
鹿
神
社
奥
宮
参
龍
所
で
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
二
月
と
し
て
は
早
い
初
積
雪
と
な
り
、
遙
拝
所
か
ら
は
、
富
士
山

が
き
れ
い
に
眺
め
ら
れ
も
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
約
四
十
名
。
最
高
齢
九
十
三
歳
の
佐
竹
敏
夫
さ
ん
を
筆
頭
に
、
最

近
登
り
始
め
ら
れ
た
方
な
ど
様
々
な
方
の
参
加
で
、
会
が
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。「
麦
と
ろ
」
で
の
会
食
を
し
な
が
ら
、
登
山
話
や
本
宮
山
の
魅
力
を

語
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
田
先
生
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
で
、
皆
さ
ん
が
楽
し

い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
の
声

●
今
年
で
、
九
十
三
歳
と
な
り
ま
し
た
。
今
は
危
な
く
て
登
れ
な
い
が
、
遠
く

か
ら
、
お
参
り
し
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
す
。
頑
張
り
ま
す
。

豊
川
市
小
田
渕
町　

佐
竹　

敏
夫

●
年
一
回
の
麦
と
ろ
会
で
、
み
ん
な
の
自
慢
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

豊
川
市
長
草
町　

原
田　

進
一

●
私
は
、
来
年
傘
寿
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
本
宮
山
に
登
っ
て
い

る
た
め
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
調
に
合
わ
せ
て
登
り
ま
す
。

安
城
市
住
吉
町　

天
野　
　

知

●
真
っ
白
な
富
士
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
宮
山
も
初
雪
で
す
ば
ら

し
い
参
拝
が
で
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

豊
川
市
篠
田
町　

宇
野　

功
一

●
本
宮
山
素
晴
ら
し
い
山
岩
場
石
段
有
り
水
場
ト
イ
レ
有
り
サ
ル
も
見
物
に
来

る
し
、
そ
し
て
美
し
い
山
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
ア
リ
ガ
ト
ウ

豊
橋
市
岩
屋
町　

北
河　

惣
扶

●
ス
ト
レ
ス
解
消
と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
登
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
川
市
国
府
町　

北
角　

辰
巳

●
私
の
健
康
の
全
て　

無
心
に
本
宮
山
登
山
壱
拾
伍
年

豊
橋
市
北
島
町　

坂
柳　

峯
夫

●
山
歩
き
が
生
き
が
い
で
、
毎
回
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
達
成
感
で

満
足
し
て
い
ま
す
。	

　

磐
田
市
豊
田　

野
寄　

卓
己

●
健
康
と
体
力
づ
く
り
の
為
に
本
宮
山
に
登
っ
て
ま
す
。

安
城
市
柿
崎
町　

袴
田　

直
孝

●
今
年
も
本
宮
山
に
登
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。豊川

市
一
宮
町　

今
泉　

智
章

●
本
宮
山
登
山
は
、
気
分
転
換
に
と
て
も
良
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス

で
楽
し
く
登
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

豊
川
市
三
上
町　

鈴
木　

貴
之

●
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
元
気
よ
く
声
か
け
て
、「
お
元
気
で
す
ね
」
の

声
に
支
え
ら
れ
、
今
日
も
笑
顔
で
本
宮
登
山
。	

豊
川
市
東
上
町　

吉
永　

一
義

●
初
め
て
の
「
本
宮
山
に
登
ろ
う
会
」
鉄
人
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
を

目
標
に
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
本
宮
山
に
登
り
ま
す
。

豊
川
市
一
宮
町　

清
水　

厚
子

●
当
然
の
こ
と
な
が
ら
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
く
て
ヘ
タ
レ
て
し
ま
う
事
は
多
々

あ
れ
ど
、
百
円
自
販
機
に
助
け
ら
れ
登
っ
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
中
野
町　

河
合　

良
成

●
業
深
き
身
、
神
様
（
大
己
貴
命
）
に
一
ツ
ず
つ
拾
っ
て
い
た
だ
く
、
で
き
る

限
り
登
り
続
け
た
い
。	

豊
川
市
蔵
子　

松
久　

善
生

●
登
山
回
数
は
少
な
い
で
す
が
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
で
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。	

豊
橋
市
富
士
見
台　

神
谷　

憲
子

●
大
雪
の
初
日
、
こ
の
会
に
参
加
で
き
て
喜
ば
し
い
。
来
年
も
参
加
で
き
る
こ

と
を
祈
念
す
る
。	

豊
川
市
一
宮
町　

南
宮　

利
行

本
宮
山
に
登
ろ
う
会　

山
城　

康
司
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●
「
麦
と
ろ
会
」
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
せ
、
健
康
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
城
市
稲
木　

南
林　
　

茂

●
本
宮
山
登
山
は
、健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。良
き
友
と
と
も
に
一
生
続
け
た
い
。

豊
川
市
三
上
町　

岡
本　

克
仁

●
良
き
友
に
会
う
た
め
に
登
っ
て
い
ま
す
。
後
、
旨
い
食
事
の
為
に
！

豊
川
市
市
田
町　

野
々
村　

武
雄

●
今
年
初
で
山
頂
で
は
富
士
山
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
冬

景
色
も
キ
レ
イ
で
し
た
。	

豊
橋
市
馬
見
塚
町　

星
野　

恵
里

●
本
宮
山
初
挑
戦
で
、
山
頂
に
て
富
士
山
も
見
ら
れ
て
、
麦
と
ろ
ご
飯
も
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。	

蒲
郡
市
神
ノ
郷
町　

小
田　

征
矢

●
毎
朝
本
宮
山
を
仰
ぎ
見
て
、
気
分
新
た
に
一
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
ま
す
。

豊
橋
市
下
地
町　

加
藤　

房
利

●
毎
年
麦
と
ろ
会
を
楽
し
み
に
登
っ
て
い
ま
す
。
登
れ
る
こ
と
に
感
謝
。
皆

さ
ん
と
の
出
会
い
健
康
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

豊
川
市
上
長
山
町　

小
嶋　

正
則

●
や
ま
に
の
ぼ
っ
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
や
ま
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。	

豊
橋
市
前
田
南
町　

お
お
き　

ひ
ま
り

●
初
参
加
で
す
。
健
康
の
た
め
、
時
々
山
歩
き
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

豊
川
市
当
古
町　

外
山　

善
啓

●
本
宮
山
登
山
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
行
き
会
う
人
と
の
会
話
や
笑

顔
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。	

豊
川
市
東
上
町　

浅
井　

道
夫

●
早
朝
の
本
宮
山
、
森
林
の
四
季
を
浴
び
、
ま
た
一
年

豊
川
市
東
上
町　

辻
田　
　

宏

●
心
と
体
の
健
康
の
為
、
一
年
を
通
し
て
本
宮
山
に
足
を
運
び
た
い
と
思
い

ま
す
。	

豊
橋
市
佐
藤　

牧
野　

衣
里
子

●
い
つ
も
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
て
元
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
登
り
続
け
た
い
で
す
。	

湖
西
市
鷲
津　

鈴
木　

健
司

●
山
頂
に
わ
き
立
つ
白
雲
に
活
力
を
頂
き
、
今
日
も
頑
張
っ
て
登
り
ま
す
。

豊
川
市
御
油
町　

近
藤　

勝
重

●
本
宮
山
か
ら
き
れ
い
な
富
士
山
が
展
望
で
き
ま
し
た
。
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々

も
見
え
ま
し
た
。
気
持
ち
が
い
い	

豊
橋
市
八
町
通　

伊
藤　

眞
芳

●
砥
鹿
神
社
そ
し
て
荒
羽
気
神
社
、
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

豊
橋
市
北
島
町　

井
上　
　

穂

●
人
生
は
、
う
ま
い
酒
と
い
い
仲
間
が
あ
れ
ば
、
あ
と
は
何
も
い
ら
な
い
。

豊
橋
市
東
脇　

宇
藤　
　

信

●
本
宮
山
登
山
は
、
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊
橋
市
立
花
町　

冨
田　

正
行

●
本
宮
山
の
山
頂
よ
り
、
仰
ぐ
富
士
山
の
素
晴
ら
し
さ

新
城
市　

一
鍬
田　

中
西　

光
弘

●
来
年
こ
そ
は
サ
ボ
ら
ず
、
日
々
精
進
し
た
い
…

湖
西
市
鷲
津　

沢
井　

敏
克

●
六
十
才
人
生
の
折
り
返
し
点
？
健
康
の
た
め
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。	

豊
橋
市
前
田
町　

大
林　

則
久

●
誉
生
を
充
実
す
る
人

生
！　

本
宮
山
に
感
謝

豊
橋
市
東
小
鷹
野　

牧
野　

政
雄

●
人
は
常
に
生
き
ね
ば
な
ら

ぬ
。
生
き
る
と
は
変
化
す

る
事
で
あ
る
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
一
○
○　

挑
戦
中　

一

歩
前
へ
！

豊
川
市
蔵
子
山
城　

康
司

※
今
年
は
、
十
二
月
六
日

（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

御参加いただいた皆様
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名
誉
会
員

　

豊
橋
市　

㈱
平
松
食
品

　
　
　
　
　
　

平
松　

賢
介
様

　
　
　
　
　
　
（
平
松 

祝
子
様
）

　

豊
川
市　

宇
都
宮
工
業
㈱

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　

土
井　

昌
司
様

　
　
　
　
　
　
（
土
井 

義
昭
様
）

特
別
会
員

　

新
城
市　

㈲
東
京
屋
美
容
室

　

豊
川
市　
　

鈴
木　

昭
孝
様

　
　
　
　
　
　
（
近
田 

常
子
様
）

　

額
田
郡　
　

神
取　
　

勇
様

　

豊
川
市　
㈲
ア
イ
エ
フ
ピ
ー
豊
川

　
　
　
　
　
　

杉
浦　

節
子
様

　
　
　
　
　
　
（
夏
目 

雅
康
様
）

正
会
員

　

豊
川
市　
　

近
藤　

敏
男
様

　
　
　
　
　
　
（
宇
野 

功
一
様
）

　

新
城
市　
　

阿
部
田　

章
様

　
　
　
　
　
　
（
森
下 

節
司
様
）

　

名
古
屋
市　

榊
原　

英
子
様

　
　
　
　
　
　
（
吉
野 

由
美
様
）

　

豊
橋
市　
　

山
本　

孝
一
様

　
　
　
　
　
　
（
大
竹 

末
英
様
）

新
崇
敬
会
員
紹
介

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
よ
り
、

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

括
弧
内
は
紹
介
者

　

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
発
行

　
　

発
行
所　

砥
鹿
神
社
社
務
所

　
　
　
　
　
　

砥
鹿
神
社
崇
敬
会

　
　
　
　
　
　

豊
川
市
一
宮
町

　
　

電
話　

〇
五
三
三

　
　
　
　
　
　
　

九
三—

二
〇
〇
一

　

制
作
・
印
刷　

ア
ー
ト
，タ
カ
ム
ラ

　
　

電
話　

〇
五
三
八

　
　
　
　
　
　
　

三
四—

四
九
五
三

新
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

砥
鹿
神
社
崇
敬
会

　
　
　

理　

事　

竹
内　

優
子

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

ほ
の
し
げ
敬
神
婦
人
会

　
　
　

会　

長　

徳
升
美
智
子

　
　
　

副
会
長　

冨
田　

久
子

宮
若
舎

　
　
　

舎　

長　

鈴
木　

久
志

　
　
　

副
舎
長　

近
田　

機
一

氏
子
青
年
会

　
　
　

会　

長　

梅
木
雄
一
郎

　
　
　

副
会
長　

今
泉　

恒
久

　
　
　

会　

計　

小
林　

厚
佳

　
　
　

会
計
補　

田
中　

純
平

辞
令

　

巫
女
を
命
ず
る

　

松
下　

紗
也

　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

　

砥
鹿
神
社

　

加
藤　

智
己

　

巫
女
を
免
ず
る

　

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

　

砥
鹿
神
社

6月14日（日）
午前10時～午後6時

ブライダルフェア・
　ブライダル相談会開催


